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1

コミュニティソーシャルワーカーを配置

地域共生社会の実現に向け、複雑化・複合化したケースや制度の狭間のニーズなどに対応するため、重
層的支援体制の整備として、コミュニティソーシャルワーカー（ＣＳＷ）を配置し、支援ニーズと福祉制
度や様々な地域資源をつなぎ、支え合いの地域づくりを推進します。

１ 事業内容

ＣＳＷがアウトリーチを行い、つぶやきに耳を傾け、暮らしの困りごとを様々な制度やサービスにつなぎます。また、

地域生活課題について話し合う場を設け、地域の見守りや居場所など、そのニーズに合わせて人・活動・地域につなぎ合

わせることで、個別支援と地域づくり支援を有機的につなげます。

２ 事業費

支え合いの地域づくり事業委託料

６，０００千円

３ 財源内訳

国庫補助金 ３，０００千円
県補助金 １，５００千円
一般財源 １，５００千円

お問い合わせ
福祉課 地域共生推進チーム 西山（0562-36-2650）予算 ６，０００千円
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障がい者相談支援の中核機能を強化

障がいのある人の地域生活を支援するため、重層的支援体制の整備として、障がい者相談支援センターの
相談員を増員し、相談支援の中核機能の強化を図ります。

２ 事業費

３ 財源内訳

国庫補助金 ３，４８４千円
県補助金 １，７４２千円
一般財源 ３８，２２４千円

予算 ４３，４５０千円

障がい者相談支援事業委託料
４３，４５０千円

１ 事業内容

障がいのある人の地域生活への移行や複雑化・複合化した困難ケースの増加等に対応し、様々な相談に応える障がい
者相談支援センターの相談員を増員します。また、基幹相談支援センターとして、相談支援の中核機能を担い、地域の
福祉関係者で組織する障がい者自立支援協議会の強化活動などに取り組みます。

障がい者相談支援センター

医療機関

就労機関

教育機関

地域

介護・福祉
サービス

当事者家族

行政機関

お問い合わせ
福祉課 社会福祉・障がい者支援チーム 杉浦（0562-36-2650）



3

障がい者等の電源確保を支援

災害等に備えて医療的ケア児者の命を守るため、非常時にも電源を確保することができるよう、日常生活用
具給付事業の対象種目を拡充します。

お問い合わせ
福祉課 社会福祉・障がい者支援チーム 杉浦（0562-36-2650）

２ 財源内訳

予算 ２１，２７６千円

１ 事業内容

自宅で人工呼吸器やたん吸引器等の電気式医療機器を使用する医療的ケアの必要な障がい児者が、災害による在宅避

難時等の非常時にも電源を確保できるよう、日常生活用具給付事業の対象種目に「発電機」、「人工呼吸器用バッテ

リー」、「ポータブル電源」の３種目を追加します。

(1）追加項目の基準額

①発電機 １１０千円

②人工呼吸器用バッテリー １００千円

③ポータブル電源 ５０千円

(2）自己負担額

・住民税均等割非課税世帯を除き、購入価格の１割（世帯の所得に応じて負担上限額あり）

・購入価格が基準額を超える場合は、世帯の所得にかかわらず基準額超過分は自己負担

国庫補助金 ４，８２４千円

県補助金 ２，４１２千円

一般財源 １４，０４０千円
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地域課題の解決に主体的に取り組む人材を発掘・育成

支え合いの地域づくりを推進するため、地域活動を担う人材の発掘・育成を行います。

１ 事業内容

地域課題の解決に主体的に取り組む人材を発掘・育成する

ため、生活支援コーディネーターを務めているＮＰＯ法人等、

地域課題に詳しく、課題解決に意欲的な団体から、事業の提

案を募り、選定会議を経て委託事業を決定します。

地域課題の解決に向けた協議の場の設置・運営や担い手育

成研修会の開催、人材の幅広い分野へのマッチング事業など

を想定しています。

お問い合わせ
長寿課 高齢者支援チーム 江端（0562-36-2652）

２ 事業費

地域活動人材育成事業委託料 ６，０００千円

予算 ６，０００千円

▲地域支え合いのイメージ

新規
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第３期子ども・子育て支援事業計画を策定

こどもまんなか社会の実現に向け、親と子どもの意見を取り入れ、第３期子ども・子育て支援事業計

画を策定します。

１ 事業内容

地域の特性を反映した実効性の高い計画とするため、５年度に実施した子育ての状況や子育てに関するニーズ調査

をもとに、子育て支援活動団体、コミュニティ連絡協議会、子ども会などの代表者で組織された子ども・子育て会議

や高校生世代の意見を取り入れ、幅広い視点から計画を取りまとめます。

３ 今後の予定

▲ 第３期子ども・子育て支援事業計画（案）

お問い合わせ
子ども若者支援課
子育て支援チーム 間野（0562-36-2656）予算 ３,４１０千円

令和６年１０月頃 素案を作成
令和６年１２月頃 パブリックコメント
令和７年３月 計画策定

新規

２ 事業費

子ども・子育て支援事業計画策定委託料 ３,４１０千円
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こども家庭センターを設置し、妊産婦や子どもへの相談支援体制を強化

お問い合わせ
子ども若者支援課
児童育成・女性支援チーム 尾上（0562-36-2657）

予算 ９９，３８５千円

こども家庭センターを設置し、児童福祉と母子保健分野との連携を強化するとともに、増加する

児童虐待への対応及び要支援家庭への相談支援体制の更なる強化を図ります。

２ 事業費

児童虐待・ＤＶ対策事業費 ９９，３８５千円

１ 事業内容

国庫補助金 ５３，０９９千円
県補助金 ２３，１０１千円
その他 ４３千円
一般財源 ２３，１４２千円

３ 財源内訳

(1）児童福祉と母子保健との更なる連携強化（新規）

・センター長及び統括支援員の配置 ・児童福祉部門に専任保健師の配置

(2）増加する児童虐待への対応強化

・虐待対応専門員の増員 ・公認心理師による相談体制の確保

(3）要支援家庭（ネグレクト、ヤングケアラー等）への支援強化（新規）

・子育て世帯訪問支援事業の実施 ・見守り訪問事業の実施

・子ども食堂への補助の実施



7

日長保育園の移転民営化に向け、新保育所の整備・運営事業者を支援

日長保育園の移転民営化に向け、新しい保育所を整備・運営する事業者に対して整備費の補助等の支
援を行います。

１ 事業内容

知多市公共施設再配置計画、知多市保育所等再整備計画２０２０に基づく日長保育園の移転民営化に当たり、令和６

年度に民間事業者が新しい保育所を旭３丁目地内に整備します。

新しい保育所を整備・運営する事業者に対して整備費の補助を行うとともに、開園に向けて、現日長保育園の保護者

を交えた協議や県の認可手続等の支援を行います。

２ 事業費

民間保育所等整備費補助金 ２９５，８２４千円

負担割合：国２／３ 市１／１２ 事業者１／４

３ 財源内訳

国庫補助金 ２６２，９５５千円
基金繰入金 ２０，０００千円
一般財源 １２，８６９千円

▲ 新保育所整備予定地（新舞子台西交差点付近）

お問い合わせ
幼児保育課 施設管理チーム 榊原（0562-36-2659）予算 ２９５，８２４千円

新規

４ 今後の予定

令和６年度 事業者による園舎等の工事、認可手続、開園準備等

令和７年度 新保育所開園
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梅が丘幼稚園の認定こども園化工事及び開園に向けた準備を実施

梅が丘幼稚園を公立の認定こども園に移行するための工事及び開園に向けた準備を行います。

１ 事業内容

知多市公共施設再配置計画、知多市保育所等再整備計画２０２０に基づき、令和７年度に梅が丘幼稚園を３歳未満

児も受け入れることができる幼保連携型認定こども園に移行します。

令和６年度は、認定こども園として必要となる３歳未満児用の保育室、給食実施のための厨房棟などの工事を実施

するとともに、認定こども園に移行するための手続、運営方法の確立など、開園に向けた準備を進めます。

２ 事業費

梅が丘幼稚園認定こども園化工事費 ２００，０００千円

梅が丘幼稚園認定こども園化工事監理委託料 １０，０００千円

▲ 現在の梅が丘幼稚園

お問い合わせ
幼児保育課 施設管理チーム 榊原（0562-36-2659）予算 ２１０，０００千円

新規
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おたふくかぜワクチン予防接種費用の一部を助成

おたふくかぜワクチン予防接種を希望する小児に対して、接種費用の一部を助成します。

１ 事業内容

おたふくかぜは、年長児や成人で罹患すると、合併症（無菌性髄膜炎、難聴、思春期以降の精巣炎、卵巣炎など）

のリスクが高くなります。おたふくかぜの発症や合併症を予防するため、ワクチン接種費用の一部を助成します。

(1）対象者

①満１歳から満２歳未満の児

②年長児（小学校就学前の１年間）

③初年度のみ４月１日時点で満１歳を過ぎており満２歳を迎えるまでの児

(2）助成額

１歳と年長児の計２回 各２千円

お問い合わせ
健康推進課 健康づくり・予防チーム 石川（0562-54-1300）

２ 事業費

予防接種委託料 ２，４３０千円
（接種想定者数 １，２１５人（令和６年度））

新規

予算 ２，４３０千円
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胃カメラによる胃がん検診を実施

胃カメラによる胃がん検診を実施します。

１ 事業内容

２ 事業費

胃がん検診委託料 ２，７１１千円

受診想定者数 一般 １１０人

無料 ４０人

お問い合わせ
健康推進課 管理・調整チーム 中井（0562-54-1300）予算 ２，７１１千円

新規

胃がんは、がん死亡率全体に占める割合として、男性では全体の２位、女性では３位となっています。がんの早期
発見、早期治療を目指すため、胃カメラ（胃内視鏡）による胃がん検診を実施します。
胃カメラによる胃がん検診は、食事を抜いて胃を空にした状態で、口もしくは鼻から内視鏡を入れて、直接胃の粘

膜を観察します。
対象は、市内に住所を有する５０歳以上の方で、２年に１度受検することができます。
自己負担額は、４，２００円で、７５歳以上の方は無料です。
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多胎児（ふたご・みつご等）家庭を支援

多胎児（ふたご・みつご等）の保護者及び多胎児を妊娠中の妊婦に対して、育児不安や負担を軽減す
るため、外出支援、家事援助、自宅での一時預かり等を行います。

１ 事業内容

お問い合わせ
健康推進課 母子保健チーム 江端（0562-54-1300）

２ 財源内訳

国庫補助金 １，３９３千円
一般財源 １，３９３千円

新規

予算 ２，７８６千円

窓口で申請書を提出していただき、市で確認した後、決定通知書と利用管理票をお渡しします。受領後、研修を受講

した登録事業者の中から、事業者を選び派遣依頼をしていただくことで、支援が受けられます。

(1）支援の種類

①外出支援：買い物等の外出をする際の介助

②家事援助：利用者の居宅における調理、掃除等家事全般の代行

③自宅での一時預かり：保護者が家事等をしている間の子どもの見守り

(2）対象者

①３歳未満の多胎児を養育する保護者（多胎児が３歳に達する日の属する月の末日まで）

②多胎児を妊娠中で母子健康手帳の交付を受けた方
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後期高齢者糖尿病性腎症重症化予防事業を実施

後期高齢者の糖尿病性腎症（糖尿病の合併症で腎臓の機能が低下した症状）の重症化予防のため、ア
ウトリーチによる個別支援を実施し、高齢者の健康寿命延伸を図ります。

１ 事業内容

知多市では、後期高齢者健診における「血糖値」が高い方の割合が、県や国の平均値と比較して高い状況です。血糖

コントロールを適切に行わないと様々な合併症にかかる危険性があるため、健診結果でHbA1c（過去１～２か月間の長

期の血糖の指標）が高値で腎機能の低下がみられるなどの後期高齢者に対し、保健師・管理栄養士の医療専門職が訪問

等アウトリーチによる個別支援を実施します。

２ 事業費

後期高齢者保健指導委託料 ３，２９０千円

▲ アウトリーチ支援の様子

お問い合わせ
健康推進課 成人・高齢者保健チーム 佐藤(0562-54-1300）予算 ３，２９０千円

新規
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特別支援教育支援員を新たに配置

障がいのある児童・生徒が安心して学習できるよう、特別支援教育支援員を新たに配置します。

１ 事業内容

２ 事業費

特別支援教育支援員 報酬 ３，７４８千円

（１日４時間×週５日×４人）

特別支援教育支援員 期末勤勉手当 ８８０千円

特別支援学級に学習支援や生活支援などを行う特別支援教育支援員を新たに配置し、特別支援教育指導員やス
クールソーシャルワーカー、スクールカウンセラー等から成る「専門家チーム」による、特別な支援を必要とする
児童生徒が安心して学習できるよう、支援の充実を図ります。

予算 ４，６２８千円
お問い合わせ
学校教育課 教育総務チーム 竹内（0562-36-2681）

新規
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小学校の水泳授業を健康増進施設「アクアマリンプラザ」で実施

西知多医療厚生組合が整備する健康増進施設「アクアマリンプラザ」の開館にあわせて、小学校の水
泳授業を当該施設のプールで行うとともに、児童への水泳指導業務及び学校と施設間の送迎業務を委託
します。

１ 事業内容

(1）水泳指導業務

小学校の水泳授業において、インストラクターを配置し、小学校学習指導要領の内容を基本として、小学校の年間

指導計画の学習内容をもとに、教職員とともに児童生徒に水泳指導を行います。

(2）バス送迎業務

児童及び教職員の小学校と健康増進施設の往復をバスで送迎します。

２ 事業費

水泳指導委託料 １６，８１１千円

健康増進施設使用料 ３，２８８千円

３ 今後の予定

▲健康増進施設「アクアマリンプラザ」プールのイメージ図

お問い合わせ
学校教育課 教育総務チーム 杉江（0562-36-2682）予算 ２０，０９９千円

新規

令和６年度 ５校実施（新田小、旭北小、つつじが丘小、

岡田小、佐布里小）

令和７年度 ７校実施（南粕谷小、旭南小を追加）

令和８年度 １０校実施（新知小、旭東小、八幡小を追加）
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中学校の体育館に空調設備を整備

熱中症対策として児童生徒の安全を守るため、学校体育館への空調設備整備を進めます。

１ 事業内容

２ 事業費

▲ 体育館エアコン設置イメージ

予算 １１，６３２千円

新規

３ 今後の予定

近年の夏場の猛暑下における熱中症事故を防止し、児童生徒の安全を守るため、学校体育館への空調設備整備を進め

ます。令和６年度は、中学校３校に空調設備を整備するための実施設計を行います。

中学校体育館空調設備整備工事設計委託料 １１，６３２千円

令和６年度 中学校体育館空調設備整備工事設計委託（３中学校）

令和７年度 中学校体育館空調設備整備工事（３中学校）

中学校体育館空調設備整備工事設計委託（２中学校）

令和８年度 中学校体育館空調設備整備工事（２中学校）

小学校体育館空調設備整備工事設計委託（４小学校）

お問い合わせ
学校教育課 施設チーム 山本（0562-36-2682）
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新庁舎建設等に必要な設計及び工事等を実施

令和７年４月に着工を予定している新庁舎の建設工事を計画的に進めるため、設計等を継続して推進
するとともに、用地境界測量、既存緑地等撤去工事を行います。

また、市役所周辺に不足すると見込まれる駐車場を確保するため、駐車場の設計等を行います。

１ 事業内容

新庁舎の建設工事を計画的に進めるため、設計等の業務を継続して

推進します。

また、新庁舎への移転時期を見据え、適正な工期を確保するために

建設予定地周辺の用地境界測量や既存緑地等の撤去を先行して実施し

ます。

２ 事業費

新庁舎等設計委託料（継続） １６４，７４１千円

新庁舎オフィス環境整備支援委託料（継続） １２，２３２千円

新庁舎整備事業ｺﾝｽﾄﾗｸｼｮﾝ･ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ委託料（継続） ４２，６８０千円

用地境界測量委託料（新規） １，０００千円

中街区既存緑地等撤去工事費（新規） ８８，１００千円

西平井駐車場設計委託料（新規） ９，２００千円

その他事務費 ２４８千円

お問い合わせ
総務課 新庁舎建設室 松岡（0562-36-2674）予算 ３１８，２０１千円

▲ 新庁舎及び西平井駐車場の予定地

▲ 新庁舎のイメージパース
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ｅスポーツを活用したまちづくり

ｅスポーツの社会的意義の普及・啓発を図るとともに、福祉、健康、教育、生涯学習・スポーツなど、
様々な分野でｅスポーツを活用したまちづくりを推進するため、ｅスポーツイベントを開催します。

ｅスポーツを単なるゲームではなく、ユニバーサル社会の実現やデジタル人材の育成、地域の活性化へと繋がる

ツールとして理解を深めていただくとともに、福祉や健康、教育など、様々な分野でのｅスポーツを活用したまちづ

くりの推進に向け、ｅスポーツ大会や体験会を開催します。

また、これまでの検証内容、全国の活用事例や期待される効果を取りまとめるとともに、まちづくりに関わる各分

野に横展開することで、各施策での活用を促進します。

ｅスポーツ推進事業委託料 ５，０００千円

▲ ｅスポーツ大会の様子

お問い合わせ
商工振興課 観光・ｅスポーツチーム 森（0562-36-2664）予算 ５，０００千円

１ 事業内容

２ 事業費
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朝倉駅周辺整備事業を推進

朝倉駅周辺のにぎわい創出に向けて、中街区の整備を着実に進めるとともに、北街区を「商業・交
流・にぎわい拠点」と「みどりを活かしたにぎわいづくり」とするための検討を進めます。

１ 事業内容及び事業費

(1) 中街区

ア 防災や安全・円滑な交通確保のため、無電柱化施設の整備に向けた設計を行います。

事業費 １１，５００千円

イ 駅前の交通結節機能を維持するため、立体駐車場の整備に向けた公募資料を作成します。

事業費 ３，７００千円

ウ 駅周辺の事業用地活用を図るため、にぎわいづくり事業を行います。

事業費 ３，０００千円

(2) 北街区

ア 「商業・交流・にぎわい拠点」の実現に向けた事業化検討の調査を行います。

事業費 ６，０００千円

イ 「みどりを活かしたにぎわいづくり」を推進するため、樹木等の現況調査を行います。

事業費 ５，６００千円 ▲ 位 置 図

お問い合わせ
都市計画課 朝倉駅周辺整備推進チーム 山本（0562-36-2667）
土木課 事業チーム 蟹江（0562-36-2671）

予算 ２９，８００千円
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二酸化炭素排出量を実質ゼロにする「ゼロカーボンシティ」へ挑戦

１ 事業内容

市は、業務活動により多くの二酸化炭素を排出する特定事業者であり、民間事業者と同様、その量の削減が急務で

あることから、具体的な行動計画を策定することにより、庁内全体の取組を統一的に加速させます。

また、市内の二酸化炭素排出量削減を進めるため、以下の取組を継続します。

家庭部門：住宅用ゼロカーボン推進設備（太陽光発電設備、ＨＥＭＳ、蓄電池、電気自動車等充給電設備）

の設置に対する補助

運輸部門：個人の次世代自動車（ＥＶ、ＰＨＥＶ、ＦＣＶ）の購入に対する補助

産業部門：中小企業者等が実施する省エネ最適化診断に対する補助

ゼロカーボン庁内行動計画策定支援委託料 ４，９５０千円

補助金

住宅用ゼロカーボン推進設備 １４，０００千円

次世代自動車 ７，５００千円

省エネ最適化診断 ５５０千円

県補助金 ３，５００千円

一般財源 ２３，５００千円

▲ 地球温暖化防止のイメージ

お問い合わせ
環境政策課 ｾﾞﾛｶｰﾎﾞﾝｼﾃｨ推進チーム 小嶋（0562-36-2660）予算 ２７，０００千円

２ 事業費

３ 財源内訳

地球温暖化の原因となる二酸化炭素排出量を削減し、２０５０年にはその量を実質ゼロにする「ゼロ
カーボンシティ」へ挑戦します。
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消滅型生ごみ処理器「キエーロ」のモニター事業を実施

家庭ごみに多く含まれる「生ごみ」の発生を抑制するため、消滅型生ごみ処理器「キエーロ」のモニ
ター事業を実施します。

１ 事業内容

家庭ごみに多く含まれる「生ごみ」の減量は重要であることから、市民の方に生ごみ減量に対する意識を高めていただくた

め、消滅型生ごみ処理器「キエーロ」のモニター事業を行います。

(1) 対 象 市内在住で、自宅でキエーロを利用可能な方

(2) 定 員 ５０人（応募者多数の場合は、抽選）

(3) 配 布 物 キエーロ（プランター製）・黒土（基材用）

(4) そ の 他 モニターの方には、生ごみの投入量の記録などをしていただきます。

キエーロの説明などを行う出前講座などを開催する予定です。

２ 事業費

消耗品費（キエーロ本体、黒土） ３８３千円

お問い合わせ
ごみ対策課 政策・管理チーム 大西（0562-55-0300）予算 ３８３千円

新規

▲ キエーロ（試作品）
※モニター事業で使用するものとは異なります。
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粗大ごみ１個からの戸別収集を開始

粗大ごみを少量処分したい方で、西知多クリーンセンターに直接搬入する手段がない方の利便性を向
上させるため、粗大ごみ１個単位での戸別収集を開始します。

１ 事業内容

自動車を保有していないなどの理由により、少量の粗大ごみを西知多クリーンセンターに直接搬入する手段がない

方のため、次のとおり、粗大ごみを自宅の玄関先などに収集に伺います（予約制）。

(1) 収集日 毎週水曜日（祝日、年末年始等を除く）

(2) 手数料 １個 ５５０円

(3) 収集場所 自宅の玄関先など、収集車両が横付けできる場所

集合住宅・自宅前の道幅が狭いときは、市と調整して決める場所

(4) 申込方法 ①ごみ対策課に直接来ていただくか、電話・電子メールで予約

②スーパー・コンビニなど（予定）の取扱店で粗大ごみ処理券（シール）

を購入

③予約確定時に伝える予約番号を粗大ごみ処理券に記入し、粗大ごみ

処理券を粗大ごみに貼り、収集日の朝８時までに収集場所に出す

２ 事業費

指定ごみ袋販売等委託料のうち粗大ごみ処理券販売等業務分 ９４千円

お問い合わせ
ごみ対策課 政策・管理チーム 大西（0562-55-0300）予算 ９４千円

新規

▲ 戸別収集に使用する車両

▲ 粗大ごみ処理券（シール）案
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ごみ収集場所でのプラスチック類の一括回収を開始

プラスチック類の資源化を推進するため、ごみ収集場所で、プラスチック類（プラスチック製容器包
装及びプラスチック製品）の一括回収を開始します。

１ 事業内容

プラスチック類の資源化を推進するとともに、ゼロカーボンシティの実現に向け、４月から分別収集の対象を、現在

のプラスチック製容器包装の一部（食品用のトレイ・容器、発泡スチロール、ペットボトルキャップ）から、プラス

チック類全般（容器包装プラスチック全般とプラスチック製品）に拡大します。また、月１回の資源の地域回収からご

み収集場所での回収に変更し、回収頻度も週１回に拡大します。

２ 事業費

資源回収委託料（プラスチック類）６９，６００千円

プラスチック類処理委託料 ５５，４４０千円

再商品化実施委託料 １３，２９６千円

お問い合わせ
ごみ対策課 政策・管理チーム 大西（0562-55-0300）予算 １３８，３３６千円

新規

▲ プラスチック製容器包装の例

▲ プラスチック製品の例

トレイ・パック・カップ・ボトル・緩衝材・フィルム・ラベル・キャップ など

食器・台所用品・日用品・文房具・ＣＤ・ＤＶＤ など
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リサイクルプラザでの資源持込回収品目を拡大

ごみの減量と資源化を推進するため、リサイクルプラザでの資源持込回収品目を拡大します。

１ 事業内容

資源を有効利用し、さらなるごみの減量と資源化を推進するため、４月から、リサイクルプラザでの資源持込回収品

目を次のとおり拡大します。

〇大型プラスチック製品 〇金属類 〇木製家具

〇小型家電（品目拡大） 〇羽毛布団 〇刈草

２ 事業費

硬質プラスチック製品処理委託料 １１，０００千円

木製家具処理委託料 ５，０９１千円

小型家電処理委託料 １，３８６千円

刈草処理委託料 １６，１７０千円

お問い合わせ
ごみ対策課 政策・管理チーム 大西（0562-55-0300）

予算 ３３，６４７千円

新規

▲ リサイクルプラザ資源置場
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七曲公園周辺広域交流拠点構想を策定

七曲公園を中心に、水と緑をテーマとした広域交流拠点構想の検討を進めます。

１ 事業内容

佐布里池周辺広域交流拠点エリアには、七曲公園及び佐布里緑と花のふれ

あい公園を含んでおり、双方の公園の魅力を活かし、公園の魅力度を向上さ

せる取り組みについて、事業者ヒアリング等を行い、今後の再整備方針等を

検討します。

２ 事業費

七曲公園周辺広域交流拠点構想策定委託料 ４，７８５千円

▲ 佐布里緑と花のふれあい公園

お問い合わせ
緑と花の推進課 公園チーム 井上（0562-36-2673）予算 ４，７８５千円

新規

３ 財源内訳

国庫補助金 ２，１５３千円

一般財源 ２，６３２千円

▲ 七曲公園
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小中学校の体育館照明をＬＥＤ化

小中学校の体育館照明をリースによりＬＥＤ化し、消費電力量を抑制することで二酸化炭素排出量を
削減します。

１ 事業内容

▲ ＬＥＤ化済みの体育館

予算 １，３８０千円

新規

２ 事業費

ゼロカーボンシティちた宣言では、２０５０年までに二酸化炭素の排出量を実質ゼロに挑戦することを表明していま

す。脱炭素社会に向けた取組として、令和６年度までに工事により体育館照明のＬＥＤ化を終える５小中学校を除いた

１０小中学校（八幡小・新知小・新田小・岡田小・旭南小・つつじが丘小・旭東小・知多中・東部中・中部中）におい

て、１０年間のリースによる照明ＬＥＤ化整備を行います。

リース期間は令和７年２月１日から令和１７年１月末までの１０年間

※リース期間中の照明器具及び電灯の取替え等は全てリース費用に含む

ＬＥＤ型照明等借上料 １，３８０千円

お問い合わせ
学校教育課 施設チーム 山本（0562-36-2682）

３ 今後の予定

令和７～１５年度 ８，２８０千円

令和１６年度 ６，９００千円

１０年間のリース総額 ８２，８００千円
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地震対策による安全で強靭なまちづくり

・防災マップの作成（7,031千円）

防災マップ作成等委託料（6,625千円）

防災マップ配布委託料（406千円）

・災害対策用備蓄消耗品の更新（8,306千円）

備蓄食糧、飲料水、生活用品（医薬品、生理用品、紙おむつ等）

・総合防災訓練の実施（2,500千円）

会場設営等委託料（2,400千円）、原材料費（100千円）

・防災行政無線（同報系）拡声子局の改修工事（106,000千円）

６年度は26か所改修、13か所撤去

・家具等転倒防止対策事業（105千円）

家具等転倒防止対策事業委託料

・個別避難計画の作成（140千円）

高齢者個別避難計画作成委託料（70千円）

障がい者個別避難計画作成委託料（70千円）

・民間住宅耐震化の推進（5,576千円）

民間木造住宅無料耐震診断委託料（3,776千円）

民間非木造住宅耐震診断費補助金（1,800千円）

・民間住宅の耐震改修等に対する補助（18,000千円）

民間木造住宅耐震改修費等補助金

お問い合わせ
防災危機管理課 防災危機管理チーム 門井（0562-36-2638）予算 １４７，６５８千円

大地震の発生に備え、防災・減災対策に取り組みます。
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防犯力向上のため、防犯カメラを設置

より安全安心なまちとするため、市内主要交差点等に防犯カメラを設置します。

１ 事業内容

防犯カメラの設置は、刑法犯の抑止及び防犯力向上につながります。

現在、市が管理する防犯カメラは、公共施設に設置しているものを除いて、市内主要交差点等に１３台、市内自転車

駐車場に１５台あります。

令和６年度は、市内の主要交差点や防犯効果が高い場所に新規で５台設置します。

お問い合わせ
防災危機管理課 防災危機管理チーム 門井（0562-36-2638）予算 １，６００千円

▲ 交差点に設置している防犯カメラ

２ 事業費

防犯カメラ等借上料 １，６００千円

３ 今後の予定

令和１０年度まで、毎年５台ずつ設置予定
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行政サービス向上のため、デジタル技術を活用したＤＸを推進

デジタル技術やＡＩ等を活用しＤＸを推進することで、市民サービスの向上及び業務の効率化を図り
ます。

１ 事業内容

市民サービス向上のため、ＬＩＮＥを活用したオンライン申請ツールを導入し、窓口等の予約、道路等の損傷個所を

写真や位置情報を利用して通報する機能、各種申込、アンケートなどに活用するとともに、希望に沿った情報を必要な

市民にだけ届けるセグメント配信を実施します。

また、ＡＩを活用した議事録作成ツールやビジネスチャットツールを導入することで業務の効率化を図り、人的資源

を市民サービスの更なる向上に繋げます。

２ 事業費

オンライン申請ツール使用料 １,９８０千円

ＡＩ議事録作成ツール使用料 ７１５千円

ビジネスチャットツール使用料 ２,３１０千円

お問い合わせ
企画情報課 デジタル化推進チーム 山下（0562-36-2640）予算 ５，００５千円

新規

▲ オンライン申請ツールのイメージ
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高校生世代の通院医療費を助成

子育て世帯の経済的負担を軽減するため、令和６年９月診療分より高校生世代の通院にかかる保険診
療の自己負担分を全額助成します。

１ 事業内容

２ 事業費

通信運搬費（申請案内等に係る郵送料） １，４２８千円
福祉医療システム改修委託料 ６，８３７千円
子ども医療費（高校生世代通院分） ２９，３７５千円
その他 １，２４９千円

お問い合わせ
保険医療課 医療・後期高齢チーム 大澤（0562-36-2654）予算 ３８，８８９千円

新規

通 院

県
外

医療機関で支払

市へ申請

医療費の支給

受給者証を交付

県
内

受給者証を提示

受給者証の交付申請

自己負担なし

▲手続きの流れ

(1）対象者

高校生世代（平成１８年４月２日生まれから平成２１年４月１日生まれの方ま

で）を対象に、通院にかかる保険診療の自己負担分を全額助成します（結婚や仕事

をしている方も含む）。

(2）助成方法

子ども医療費受給者証を申請により交付します。

県内の医療機関の窓口で健康保険証に添えて受給者証を提示することで、医療を

受けたときに支払う保険診療の自己負担分を助成します。

県外の医療機関の場合は、医療機関の窓口で自己負担額をお支払い後、市の窓口

で申請をすることにより保険診療の自己負担分を助成します。
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水道水を安定供給するため、水道施設の耐震化及び長寿命化を実施

災害時における市内全域への配水機能を確保するため、配水場に直結する重要な基幹配水管の耐震化、
老朽管の更新及び施設の長寿命化を計画的に実施します。

１ 事業内容

２ 事業費

予算 ５３８，０００千円

出典：水道ＰＲパッケージ

被害を受けやすい
水道管から

地震に強い水道管
（耐震管）へ

お問い合わせ
水道課 工務チーム 西尾（0562-36-2678）

〇配水管耐震化事業 ２７７，０００千円

・基幹配水管耐震工事 ２４０，０００千円

・基幹配水管耐震設計委託 ３０，０００千円

・重要給水拠点配水管布設工事 ７，０００千円

〇老朽管更新事業 １４７，０００千円

・配水管布設替工事費 １４１，０００千円

・配水管等設計委託料 ６，０００千円

〇水道施設更新事業 １１４，０００千円

・丸根配水場内面補修工事費 １００，０００千円

・自動水質監視装置更新工事費 １４，０００千円

被災するとその影響が広範囲に及ぶ基幹配水管は、基幹配水管耐震化計画に基づき、バイパス化・耐震化に取り組みます。

避難所・病院など災害時にも継続して給水が必要な重要給水施設は、順次耐震管に布設替えを行います。

法定耐用年数（４０年）を経過した管路は、老朽管更新計画により耐震化を進めていきます。

施設・設備維持管理計画により施設の長寿命化や更新を行います。

▲耐震化のイメージ
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下水道施設の耐震補強及び老朽化した設備を更新
下水道の処理機能を将来にわたり安定的に維持するために、下水道施設の耐震補強及び老朽化した設備を

計画的に更新します。

１ 事業内容

知多市下水道総合地震対策計画に基づき、現行の耐震基準制定前に建設された下水道施設の耐震補強を行います。また、

ストックマネジメント計画に基づき、経年による老朽化が著しく更新が必要とされた下水道施設を更新します。

お問い合わせ
下水道課工務・施設管理チーム 久保田（0562-55-9591）

２ 当年度事業費・スケジュール

・沈砂脱臭設備更新工事（令和６年度～令和７年度の２か年工事）

Ｒ６： ４６，０００千円 Ｒ７：７２８,０００千円

予算 ８６３，０００千円

３ 財源内訳

・汚泥棟耐震補強工事（令和５年度～令和６年度の２か年工事）

Ｒ５：１３１，８００千円 Ｒ６：１１６,０００千円

＜ 南部浄化センター ＞

安全安心な下水道の
処理機能を維持するため、
下水道施設の耐震化や老
朽化設備を更新します。

国庫補助金：３７９，１００千円

企業債 ：４８３，７００千円

一般財源 ： ２００千円

・浜小根・粕谷中継ポンプ場更新工事（令和５年度～令和６年度の２か年工事）

Ｒ５： １６，０００千円 Ｒ６：２４４,０００千円

・重要幹線耐震補強工事

４５７，０００千円
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集中豪雨に備え排水対策工事を実施

近年の全国的な集中豪雨による災害発生に備え、排水施設を整備します。

１ 事業内容

阿久比川第６排水区（八幡地内）において、集中豪雨による災害や大雨による道路冠水の発生を抑止するため、排水

施設（ボックスカルバート、側溝）の整備を実施し、流下能力の改善を図ります。

２ 事業費

雨水排水施設整備工事費

阿久比川第６排水区雨水排水施設 １３５，０００千円

▲ 道路冠水の様子

予算 １３５，０００千円

３ 財源内訳

国庫補助金 ４０，０００千円

企業債 ９５，０００千円

お問い合わせ
下水道課 工務・施設管理チーム 久保田（0562-55-9591）
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災害現場で主力となる消防車両を更新

複雑多様化する火災事案、高度化する救助事案、増加する救急事案に的確に対応するため、消防署本
署に配備されている主力消防車両２台を更新し、市民の安全・安心に寄与します。

お問い合わせ
庶務課 消防団チーム 山口（0562-56-0146）

①水槽付消防ポンプ自動車

１，５００Ｌの水を積載することで、消防水利の乏しい火災現場でも消火活動が可能です。今回更新する車両には、

軽量化された最新鋭の各種資機材を積載することで、活動の迅速化、安全性の向上及び隊員の負担軽減を図ります。

②消防ポンプ自動車

火災のみならず救急事案にも出動し活動するなど汎用性の高い車両で、比較的小型な車両のため幅員の狭い道路へ

進入できるなど機動性に富んでいます。今回更新する車両は、ポンプ車としては初の１，２００Ｌの水を積載した車

両で、大型車両が接近不能な狭隘な火災現場でも十分な消火活動が可能です。

２ 事業費

３ 財源内訳

▲更新する水槽付消防ポンプ自動車

１ 事業内容

予算 １１８，８００千円

水槽付消防ポンプ自動車購入費 ６９，３００千円

消防ポンプ自動車購入費 ４９，５００千円

県補助金 ８４，３４４千円

一般財源 ３４，４５６千円
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学生等の市内路線バスの通学定期券購入費用を補助

公共交通の利用促進及び子育て世帯の負担軽減を図るため、学生等の市内路線バスの通学定期券の購入
費用を補助します。

１ 事業内容

(1）対象者

市内在住の学生等※の保護者（１８歳以上の学生等は、本人が申請することも可能）

※学生等は、次のいずれにも該当する方

① 市内在住で、補助を受ける年度末の年齢が満７歳以上満２４歳以下の方

（令和６年度は、平成１２年４月２日から平成３０年４月１日までに生まれた方）

② 市内の路線バスの通学定期券を購入して小学校、中学校、高等学校、

大学などに通学している方

(2）対象路線

知多乗合株式会社が運行する市内４路線（岡田線、佐布里線、日長団地線、朝倉団地線）

(3）補助額

通学定期券購入額の１０分の３

２ 事業費

路線バス通学定期券購入補助金 １，２００千円

（３０千円×４０人分）

お問い合わせ
市民協働課 地域活性化・地域交通チーム 加藤（0562-36-2645）予算 １，２００千円

新規



35

市民体育館武道棟に空調設備を整備

市民体育館武道棟に空調設備を設置することにより、施設の利用環境の向上を図ります。

１ 事業内容

空調設備のない卓球場、剣道場及び柔道場に熱中症予防や防寒対策等を目的に空調設備を設置し、施設の利用環境の

向上を図ります。

２ 事業費

市民体育館武道棟空調設備設置工事費 ３７，０００千円

▲ 卓球場

お問い合わせ
生涯学習スポーツ課 生涯スポーツチーム 早川（0562-33-3362）

予算 ３７，０００千円

▲ 剣道場 ▲ 柔道場

新規
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道路舗装の適切な維持管理に努め、道路交通の安全性・信頼性を確保

増大する高齢化した道路構造物の維持管理に対応するため、計画的な点検及び補修を行い、舗装の適
切な維持管理に努め、道路交通の安全性・信頼性を確保します。

１ 事業内容

安全で円滑な通行を確保するとともに、限られた財源の中で効果的かつ効率的な修繕を図るため、主要な道路につい

て計画、調査、修繕を定期的に実施していきます。

２ 事業費

道路ストック点検委託料（舗装） ２９，０００千円（１、２級市道）

市道舗装工事費 ６６，６００千円（市道金沢線、市道新南線、市道平井線、市道つつじが丘にし

の台線、他点検による補修）

３ 財源内訳

国庫補助金 １０，１５０千円
県補助金 １９，６５６千円
地方債 ２５，６００千円
一般財源 ４０，１９４千円

▲ 現在の市道の様子

お問い合わせ
土木課 事業チーム 蟹江（0562-36-2671）予算 ９５，６００千円

＜市道金沢線＞ ＜市道つつじが丘にしの台線＞
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知多信濃川東部土地区画整理事業に伴い、橋りょうを整備

知多信濃川東部土地区画整理事業に伴い、土地区画整理事業区域外工事として、二級河川信濃川を跨
ぐ三ツ又橋を移設整備します。

１ 事業内容

本土地区画整理事業の主要区画道路（１０～１２ｍ）と、既存市街地を結ぶため、接続部に位置する二級河川信濃川

を跨ぐ三ツ又橋を移設整備します。

２ 事業費

橋りょう新設改良工事設計委託料 ７，０００千円

橋りょう新設改良工事監理委託料 ６，３００千円

橋りょう新設改良工事費（橋台（左岸）） １４８，０００千円

橋りょう新設改良工事費（護岸（左岸）） ９５，２００千円

水道管等移設補償金 ５，５０２千円

３ 財源内訳

県補助金 ６６，６００千円
地方債 １６４，６００千円
一般財源 ３０，８０２千円

▲ 現在の三ツ又橋の様子

お問い合わせ
土木課 事業チーム 蟹江（0562-36-2671）予算 ２６２，００２千円

新規


